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抄 録 

【目的】 唾液分泌型免疫グロブリン A（secretory immunoglobulin A: SIgA）を用いて，長距離移動を伴うゼミナール

合宿におけるコンディションを評価すること． 

【方法】 3 日間のゼミナール合宿に参加した健康な成人男性 15 名および女性 4 名の計 19 名（21.4±1.2 歳）を対象

とした．フェリーとバスによる東京から伊豆大島における長距離移動を行い，1 日目に勉強会，2 日目に登山を行い，

3 日目に再び長距離移動を行った．3 日間毎朝，勉強会後，登山後および移動後の安静時に唾液を採取し，唾液

SIgA を ELISA（Enzyme-linked immunosorbent assay）法を用いて測定した．また同時期に気分プロフィール検査

（Profile of Mood States：POMS）を行った． 

【結果】 唾液中 SIgA 分泌速度については，1 日目朝の移動前（baseline1：B1）と比べて，長距離移動後において有

意に低下した（p < 0.05）．1 日目の勉強会後，2 日目の登山後，3 日目の長距離移動後において有意な変動は認め

られなかった．また，B1 の SIgA 分泌速度に比べて，2 日目朝から 3 日目長距離移動後までの各ポイントにおいて低

値を示したままであった（p < 0.05）．POMS スコアにおいて，緊張および活力のスコアは B1 に比べて 3 日目の移動

後において有意に低値を示した（p < 0.05）． 

【結論】 長距離移動による急性ストレスは，唾液 SIgA レベルを低下させ，また，集団生活による短期間の継続的スト

レスによって SIgA レベルが低下する可能性が示された． 
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